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１．はじめに 

 近年、全国的に少子化傾向にある中で、支援が必要な児童生徒は増加している。本校でも

同様に、児童数は毎年減少しているが、支援が必要な児童は増加している。 

本校では児童のチェックリストを作成し通常学級の担任に困り感のある児童の把握をし

てもらっている。その際には、全校の２０％を超える児童が何らかの困り感があると挙げら

れる。支援学級籍の児童に対して通常学級における支援をすることはもちろんのこと、通常

学級籍で困り感のある児童に対しても支援をする必要がある。 

 さまざまな個性、特性を持つ児童に対し少しでもその困り感を減らすためにはどのような

手立てがあるのかを教職員で意見を出し合った。誰もが違うということを前提として、困り

感のある児童と困り感のない児童がともに安心して過ごすことのできる学校になるよう、イ

ンクルーシブ教育システムの構築に必要な環境整備や授業の流し方について考えることと

した。 

 

２．支援体制について 

・学級編成、時間割の工夫 

支援学級のクラス分けをする際に、同学年

の児童がなるべく同じ学級になるように

編制をした。 

（表１） 

 

各学年の国語と算数の時間を学年でそ

ろえている。各学年の時間割を決める際は、

まず支援学級から時間割を組めるようにし

てもらっている。そうすることで、支援学

級での学習の人数の調整を行うことがで

き、通常学級での入り込みの時間を確保す

ることができた。（表２） 

 

 

表１ 支援学級の学級編成 

表２ 平成２７年度支援学級時間割表 



図１ 授業のユニバーサルデザイン化モデル

・通常学級の入り込みの支援 

支援学級籍の児童だけでなく、通常学級で困り感のある児童への支援ができるようにした。

低学年へは、登下校・朝の会・給食などに入り込み支援をし、高学年へは、放課後学習など

に入り込み支援をした。 

 

３．教師の意識を高めるために 

 ２０１５年度は校内研修で年間５回の支援教育研修を行った。「一般社団法人 発達支援

ルームまなび」の苫廣みさき先生に２回来ていただき、「ユニバーサルデザインの理解と支

援」として授業づくりや教材づくりについて話をしていただいた。また、大阪体育大学の後

上鐡夫先生に３回来てもらい、「インクルーシブ教育の推進と合理的配慮」として基礎的な

考え方などについて話をしていただき、教職員の共通理解を図った。 

 また、学習準備や聞き方、話し方など８０項目についての「教師のチェックリスト」を作

成した。各学期の終わりに教職員に自分の振り返りをしてもらい、自分自身の課題を意識し

てもらうようにした。（資料１） 

 

４．教室の環境整備 

 「みんなが安心して参加できる」ためにはどのような教

室にすればよいかを考えた。支援教育研修会で苫廣みさき

先生に教えていただいた授業のユニバーサルデザイン化

モデルの中から、「時間の構造化」「場の構造化」と「刺激

量の調整」に着目し、状況理解の不十分さや見通しのなさ

への不安、不注意・多動の児童に対する手立てに取り組ん

だ。（図１） 

 

（１）授業中の不要な情報を取

り除くために、前面の黒板の右

側にはカーテンを取り付けた。

また、１日の見通しが持てるよ

うに、黒板の左側には時間割を

書くためのホワイトボードを

取り付けた。（写真１） 

 

写真１ 黒板周辺の環境整備 



１日の時間割を書くためのホワイトボードを取り付けたことで、

黒板に日にちや曜日、時間割を書く必要がなくなり、黒板の全面を

使用することができるようになった。 

教科のプレートに色を付け（国語：赤、算数：青、理科：緑、社

会：黄、生活：緑）授業で使うノートの色も合わせるようにした。 

教科の右側には、単元名などを書くと教師の負担が増えるという

ことを考慮して、単元名などを書くのではなく、必要な物や移動す

る場所を書くようにした。（写真２）【時間の構造化】【場の構造化】 

 

 

 

掲示物については、基本的にカーテンの中に貼るようにし、授業

中は見えないようにカーテンをした。貼りきれない掲示物について

は、教室の横や後ろ、廊下などに貼るようにした。また、「声のもの

さし」や「姿勢の見本」「発表の仕方」など、どの教科でも活用でき

る掲示物については、黒板の上に貼るようにした。 

どの掲示物を黒板の上に貼るかや、時期に応じて取り外すかなど

は、学年の裁量に任せた。（写真３）【場の構造化】【刺激量の調整】 

 

 

 

（２）授業中の雑音を軽減するために、机と椅子にテニスボール 

を取り付けた。（写真４）【刺激量の調整】 

 

 

 

 

 

（３）清掃時の視覚支援として、雑巾をか

ける箇所に用途によって洗濯ばさみの色

と名前シールの色を変え、雑巾の使い間違

いや片付けの間違いがないようにした。

（写真５）【場の構造化】 

 

 

 

写真２ 時間割用ホワイトボード 

写真３ 掲示物を隠すカーテン 

写真４ 椅子に取り付けたテニスボール

写真５ 雑巾かけ 



（４）班ごとに水筒や体操服などを入れるためのカゴを置き、片

付ける場所を決めるようにした。カゴの色を変えたり、カゴに班

のプレートつけたりすることで、よりわかりやすくした。 

（写真６）【場の構造化】 

 

５．学習の流れの統一 

 「みんなが安心して参加できる」ための教室環境を整備するとともに、学習の流れを統一

できるように取り組んだ。授業のユニバーサルデザイン化モデルの中から、「視覚化」「展開

の構造化」「焦点化」に着目し、曖昧なものへの弱さやイメージすることの苦手な児童に対

する手立てや、学習スタイルの違いを少なくするように取り組んだ。 

 

（１）授業を始める姿勢を整え、心と体を落ち着かせるために「立腰」教育

を１０年ほど前から取り組んでいる。毎日１時間目の開始時に校内放送で

ＣＤを流し、全校一斉に取り組めるようにしている。また、教室に座り方

の見本の絵を掲示し、どのようにすればよいかをわかるようにした。 

（写真７）【視覚化】【展開の構造化】 

 

 

（２）黒板の板書を写すことに時間がかかる児童や本読みのときに同じ行を何度も読んでし

まう児童に対して、見るための力を高めるために「ビジョントレーニング」に取り組んだ。

週１回ある全校集会の時にＣＤを流し、全校一斉に取り組めるようにしている。 

 

（３）すべての教科で「めあて」を立てるよ

うにし、学習のねらいを把握できるようにし

た。また、学習の振り返りもするようにした。

学習の振り返りをする際は、低学年では「わ

かい」、高学年では「かわいいまま」の観点で

振り返りができるように、掲示をした。 

（写真８）（写真９）【展開の構造化】 

 

 

（４）授業での活動の流れ（見る・聞く・考える・書く・話す・読む）

を示す掲示物を使い、「今何をする時なのか」「どんな学習があるのか」

などのイメージや見通しが持てるようにした。（写真１０）【焦点化】 

 

 

 

 

写真６ 水筒を入れるためのカゴ 

写真７ すわり方を示した掲示物 

写真８・９ ふりかえりを示した掲示物 

写真１０ 活動の流れを示した掲示物 



（５）授業での話し方や聞き方をわかりやすく

するために、お話の聞き方「あいうえお」や「声

のものさし」の掲示物を使い、視覚的に示すよう

にした。（写真１１）（写真１２）【視覚化】 

 

 

 

 

６．おわりに 

 教職員からは、教室の環境整備を行うことで「児童から次時の教科や内容、学習での活動

の流れの質問が減った」や「聴覚過敏の児童が落ち着いて授業を受けることが増えてきた」

などの意見があった。また、学習の流れの統一を行うことで「授業中に児童に指示をする回

数や同じことを繰り返し指示することが減った」「振り返りなどで自分の意見を一人でノー

トに書くことができる児童がいた」などの意見があった。授業のユニバーサルデザイン化を

進めることで一定の成果が得られたと考えられる。 

しかし、教職員全体で共通理解をすることの難しさや意識を継続することの難しさなどの

課題も出てきた。また、「小学校で支援があることに慣れてしまうと、卒業後に支援がない

場所で生活する時に、困るのではないか」という意見も出てきた。 

授業のユニバーサルデザイン化をすることで、学年が変わっても学習の流れや掲示物など

に大きな変化がないため、児童にとって安心して過ごすことのできる学校への第一歩だと考

える。しかし、すべての学年ですべての支援をするのではなく、児童の発達段階に応じて取

り入れることが大切である。子どもの様子を観察し、その状況に応じて支援が必要かを考え、

柔軟に使い分けるようにしたい。そのためにも、教職員が一丸となって取り組みを進めてい

けるように、今後も研修会や職員会議などで定期的に確認をするとともに、さらなる研究を

すすめるようにしていきたい。 
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資料１ 教師用チェックリスト 

写真１１・１２ 声のものさし（左）・お話のききかた（右）
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静

か
に

挙
手

を
し

て
教

師
に

聞
く
な

ど
）
、

使
う

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
し

て
い

る
。

4
3

活
動

意
欲

を
削

ぐ
よ

う
な

発
言

（
誹

謗
・
中

傷
・
か

ら
か

い
な

ど
）
や

不
適

切
な

発
言

に
は

、
望

ま
し

い
発

言
の

仕
方

を
教

え
て

い
る

。

4
4

丁
寧

で
穏

や
か

、
肯

定
的

な
話

し
方

を
し

て
い

る
。

4
5

児
童

の
望

ま
し

い
発

言
や

行
動

を
積

極
的

に
評

価
し

、
み

ん
な

で
ほ

め
る

よ
う

に
指

導
し

て
い

る
。

学
習

準
備

聞
く

話
す

教
師

用
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

①
～

ど
の

子
に

も
わ

か
り

や
す

い
授

業
づ

く
り

を
め

ざ
し

て
～

該
当

す
る

項
目

を
選

択
し

て
、

「
実

践
し

て
い

る
→

◎
」
「
意

識
し

て
い

る
→

○
」
「
意

識
し

て
い

な
か

っ
た

→
△

」
の

記
号

を
記

入
し

て
く
だ

さ
い

。

46
作

業
を

す
る

時
間

を
確

保
し

て
い

る
。

47
口

を
閉

じ
て

作
業

す
る

よ
う

に
指

導
し

て
い

る
。

48
最

後
尾

の
児

童
に

見
え

る
文

字
の

大
き

さ
で

板
書

や
教

材
掲

示
を

し
て

い
る

。

49
授

業
の

流
れ

や
考

え
方

が
分

か
る

よ
う

に
板

書
や

教
材

を
掲

示
し

て
い

る
。

50
色

・マ
ー

ク
・ラ

イ
ン

・囲
み

な
ど

を
工

夫
し

て
大

事
な

所
を

示
し

て
い

る
。

51
板

書
や

掲
示

教
材

と
ノ

ー
ト

や
プ

リ
ン

ト
が

連
動

す
る

（ノ
ー

ト
と

同
じ

マ
ス

目
黒

板
・

掲
示

教
材

と
同

じ
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
な

ど
）よ

う
に

し
て

い
る

。

52
複

数
の

課
題

や
小

分
け

に
し

た
課

題
を

用
意

し
、

個
人

差
に

対
応

し
て

い
る

。

53
個

に
応

じ
た

支
援

教
材

（九
九

表
・５

０
音

表
な

ど
）や

支
援

器
具

（電
卓

な
ど

）を
使

わ
せ

て
い

る
。

54
作

品
見

本
・手

本
・例

文
な

ど
を

示
し

、
自

分
の

考
え

や
イ

メ
ー

ジ
を

持
た

せ
る

よ
う

に
し

て
い

る
。

55
全

体
へ

の
課

題
を

出
し

た
後

に
、

個
別

に
支

援
が

必
要

な
児

童
に

支
援

を
行

う
よ

う
に

し
て

い
る

。

56
友

だ
ち

同
士

で
教

え
合

う
場

を
設

定
し

て
い

る
。

57
多

様
な

方
法

で
、

発
言

（
挙

手
・並

び
順

・児
童

同
士

に
よ

る
話

し
合

い
な

ど
）を

さ
せ

て
い

る
。

58
多

様
な

方
法

で
、

発
表

（
ネ

ー
ム

プ
レ

ー
ト

を
貼

る
・グ

ル
ー

プ
の

代
表

な
ど

）
を

さ
せ

て
い

る
。

59
児

童
が

好
き

な
こ

と
や

得
意

な
こ

と
を

授
業

の
中

に
取

り
入

れ
て

い
る

。

60
イ

ラ
ス

ト
・
カ

ー
ド

・補
助

黒
板

・視
聴

覚
機

器
な

ど
を

使
用

し
て

い
る

。

61
課

題
の

達
成

率
を

確
認

し
て

、
授

業
を

進
め

て
い

る
。

62
集

中
力

を
高

め
る

位
置

や
人

間
関

係
に

配
慮

し
て

、
座

席
や

グ
ル

ー
プ

を
決

め
て

い
る

。

63
一

人
一

人
の

良
さ

を
紹

介
し

合
い

、
認

め
合

う
機

会
を

作
っ

て
い

る
。

64
結

果
よ

り
、

努
力

し
た

こ
と

を
具

体
的

に
取

り
上

げ
、

評
価

し
て

い
る

。

65
児

童
の

特
性

や
長

所
を

生
か

し
た

係
活

動
の

設
定

を
し

て
い

る
。

66
当

番
活

動
の

手
順

や
順

番
を

分
か

り
や

す
く
示

し
て

い
る

。

67
当

番
や

係
活

動
を

自
主

的
に

進
め

ら
れ

る
よ

う
に

し
て

、
で

き
て

い
る

こ
と

を
ほ

め
て

い
る

。

68
担

任
や

児
童

の
個

性
や

長
所

を
生

か
し

た
学

級
全

体
で

取
り

組
む

活
動

を
日

常
的

に
行

っ
て

い
る

。

69
ト

ラ
ブ

ル
が

あ
っ

た
と

き
の

解
決

方
法

を
示

し
、

児
童

同
士

で
も

解
決

が
で

き
る

よ
う

に
指

導
し

て
い

る
。

70
ル

ー
ル

を
守

っ
て

い
る

児
童

を
多

様
な

方
法

で
取

り
上

げ
、

ほ
め

て
い

る
。

71
特

別
な

場
合

（学
級

ル
ー

ル
の

基
準

を
満

た
さ

な
く
て

も
良

い
事

例
・人

物
・
場

面
）を

教
え

、
学

級
の

児
童

が
納

得
を

し
て

い
る

。

72
必

要
な

時
期

に
、

該
当

の
ル

ー
ル

が
必

要
な

理
由

を
説

明
し

、
練

習
さ

せ
て

い
る

。

73
学

級
の

ル
ー

ル
が

緩
ん

で
い

る
と

き
に

は
、

必
要

に
応

じ
て

ル
ー

ル
の

確
認

や
修

正
を

し
て

い
る

。

74
学

級
の

ル
ー

ル
が

目
に

見
え

る
形

（掲
示

・カ
ー

ド
な

ど
）で

示
し

、
説

明
し

て
い

る
。

75
学

級
の

ル
ー

ル
を

違
反

し
た

場
合

は
、

や
り

直
し

を
さ

せ
て

い
る

。

76
や

り
直

し
の

後
で

学
級

の
ル

ー
ル

を
守

る
こ

と
が

で
き

た
ら

、
ほ

め
て

い
る

。

77
個

人
的

な
特

徴
や

問
題

で
学

級
の

ル
ー

ル
に

違
反

が
あ

っ
た

と
き

に
は

、
近

く
の

モ
デ

ル
と

な
る

児
童

を
ほ

め
、

注
目

さ
せ

る
よ

う
に

し
て

い
る

（大
声

や
怒

鳴
る

な
ど

の
方

法
を

用
い

な
い

な
ど

）。

78
個

別
の

声
掛

け
に

よ
る

援
助

で
改

善
が

見
ら

れ
な

い
場

合
に

は
、

全
員

に
課

題
を

出
し

、
個

別
に

対
応

す
る

時
間

を
作

っ
て

か
ら

、
対

処
す

る
よ

う
に

し
て

い
る

。

79

同
じ

ル
ー

ル
違

反
や

ト
ラ

ブ
ル

を
繰

り
返

す
児

童
に

は
、

時
間

を
と

っ
て

対
処

方
法

に
つ

い
て

話
し

合
い

を
行

い
、

対
応

策
を

立
て

て
い

る
。

①
ル

ー
ル

を
守

れ
な

い
理

由
や

ト
ラ

ブ
ル

の
事

実
関

係
を

確
認

す
る

。
②

ル
ー

ル
を

守
る

た
め

の
方

法
や

ト
ラ

ブ
ル

を
解

決
す

る
方

法
を

一
緒

に
考

え
る

。
③

解
決

策
が

ま
と

ま
っ

た
ら

リ
ハ

ー
サ

ル
を

し
て

、
で

き
た

こ
と

を
ほ

め
る

。
④

守
る

こ
と

が
困

難
な

場
合

は
、

別
の

解
決

策
を

考
え

、
リ

ハ
ー

サ
ル

を
し

て
、

で
き

た
こ

と
　

 を
ほ

め
る

。
⑤

ル
ー

ル
を

守
る

こ
と

が
で

き
な

い
と

き
や

似
た

よ
う

な
状

況
へ

の
対

処
方

法
も

一
緒

に
考

え
、

  
 約

束
や

対
策

の
掲

示
、

対
処

方
法

を
事

前
に

伝
え

て
お

く
。

80
学

級
の

ル
ー

ル
違

反
が

頻
繁

な
児

童
に

つ
い

て
は

、
学

年
や

支
援

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

・
管

理
職

に
連

絡
し

、
支

援
の

方
法

を
求

め
て

い
る

。

教
師

用
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

②
～

ど
の

子
に

も
わ

か
り

や
す

い
授

業
づ

く
り

を
め

ざ
し

て
～

該
当

す
る

項
目

を
選

択
し

て
、

「
実

践
し

て
い

る
→

◎
」
「
意

識
し

て
い

る
→

○
」
「
意

識
し

て
い

な
か

っ
た

→
△

」
の

記
号

を
記

入
し

て
く
だ

さ
い

。

表
現

活
動

雰
囲

気

書
く

 

 


